
第１章 いろいろな式 １・整式の乗法・除法と分数式

１５ ４ 二項定理（その３）

（１／７）■ 二項定理の応用① ■

多項定理と係数決定

★解法の技術★

(ａ－２ｂ＋３ｃ)８ の展開式における，次の項の係数を求めなさい。

(1) ａ４ｂ３ｃ (2) ｂ６ｃ２

【考え方】「係数の求め方」は，プリント№１４（１／５）を参照。

［考える手順］ ［答 案］

１ 基本形に変形する (ａ－２ｂ＋３ｃ)８ ＝{ａ＋(－２ｂ)＋(３ｃ)}８

これを展開したとき，

２ 項を求める (1) ａ４ｂ３ｃの項は，

８Ｃ４(ａ)４×４Ｃ３(－２ｂ)３×１Ｃ１(３ｃ)１

＝ ａ４×４・(－８ｂ３)×１・３ｃ

＝７０ａ４×(－３２ｂ３)×３ｃ

＝－６７２０ａ４ｂ３ｃ

となる。

３ 答を書く よって，ａ４ｂ３ｃの係数は －６７２０

２ 項を求める (2) ｂ６ｃ２の項は，

８Ｃ６(－２ｂ)６×２Ｃ２(３ｃ)２

＝ ・６４ｂ６×１・９ｃ２

＝１７９２ｂ６×９ｃ２

＝１６１２８ｂ６ｃ２

となる。

３ 答を書く よって，ｂ６ｃ２の係数は １６１２８

《多項定理》

一般に，(ａ＋ｂ＋ｃ)ｎ の展開式におけるａｐｂ３ｃｒ の係数は，次のようになる。

ｎ！
(ただし，ｐ＋ｑ＋ｒ＝ｎ） ＊これは答の「確かめ」として使います。

ｐ！ｑ！ｒ！

(1) の確かめ

８！ ８・７・６・５
ａ４ｂ３ｃの係数は， ＝ ＝２８０

４！３！１！ ３・２・１

２８０×(－２)３×３＝－６７２０

となり，合っている。

８・７・６・５

４・３・２・１

８・７

２・１

■ ブラウザのバック矢印で前の文書に戻って下さい。




